
様式３

契約

文化センター空調設備改修工事（建築） 着工

000000

福島県文化センター 予定価格
自 福島市春日町　地内 最低制限価格
至 調査基準価格

決定　

※ 上記入札額に、消費税額を加算した額が地方自治法上の申込みに係る価格である。
※ 測量等の場合、「工事名」とあるのは「業務名」と、「工事箇所」とあるのは「業務箇所」

と読み替えるものとする。

（１）
株式会社
カブシキガイシャ

亀岡
カメオカ

工務店
コウムテン

（３）

（２）

（４）
失格（１）

株式会社
カブシキガイシャ

晃
ヒカリ

建設
ケンセツ

（３）

（２）

（４）
177,700,000

195,470,000

179,700,000（１）

（４）

（１）

株式会社
カブシキガイシャ

梅津
ウメツ

工業
コウギョウ

（３）

（２）

（４）
辞退（１）

菅野
カンノ

建設
ケンセツ

工業
コウギョウ

株式会社
カブシキガイシャ

（３）

（２）

（１）

株式会社
カブシキガイシャ

山﨑
ヤマザキ

組
グミ

（３）

（２）

（４）
辞退（１）

株式会社
カブシキガイシャ

宍戸
シシド

工務店
コウムテン

（３）

（２）

（４）
180,000,000

（１）

株式会社
カブシキガイシャ

ニーズ （３）

（２）

（４）
辞退（１）

石橋
イシバシ

建設
ケンセツ

工業
コウギョウ

株式会社
カブシキガイシャ

（３）

（２）

（４）
辞退

株式会社
カブシキガイシャ

安藤
アンドウ

組
グミ

（３）

（２）

（４）
辞退（１）

株式会社
カブシキガイシャ

大丸
ダイマル

工務店
コウムテン

（３）

（２）

（４）
辞退

入 札（ 見 積 ）執 行 調 書
入 札 （ 契 約 ）結 果 書

年災 事項

完成

工　事　名工事番号

入札執行年月日 発注種別

11055

令和6年7月3日

令和6年7月11日

令和8年6月30日

24-11055-0004

令和6年6月7日
建築工事

工事執行機関

業 者 コ ー ド
業　　者　　名

落 　札 　者 　の 　住 　所
入　札　額　及　び　再　入　札　額 落札額（契約額）

(予定価格に占める
法定福利費概算額) -

当初・変更

工 事 概 要

本庁公所審 議 番 号

路線・河川名
工事箇所

アスベスト除去　Ａ＝１６７．９㎡　蓄熱槽防水　Ａ＝１，４２３㎡

211,420,000
192,810,970



様式３

契約

文化センター空調設備改修工事（建築） 着工

000000

福島県文化センター 予定価格
自 福島市春日町　地内 最低制限価格
至 調査基準価格

※ 上記入札額に、消費税額を加算した額が地方自治法上の申込みに係る価格である。
※ 測量等の場合、「工事名」とあるのは「業務名」と、「工事箇所」とあるのは「業務箇所」

と読み替えるものとする。

（１） （２）

（３） （４）

（４）

（１） （２）

（３）

（１） （２）

（３） （４）

（４）

（１） （２）

（３）

（１） （２）

（３） （４）

（４）

（１） （２）

（３）

有限会社
ユウゲンガイシャ

小林
コバヤシ

組
グミ （１） 辞退（２）

（３） （４）

（４）阿部
アベ

建材
ケンザイ

工業
コウギョウ

株式会社
カブシキガイシャ （１） 辞退（２）

（３）

株式会社
カブシキガイシャ

渡辺
ワタナベ

工務店
コウムテン （１） 辞退（２）

（３） （４）

（４）株式会社
カブシキガイシャ

リンペイ
（１） 辞退（２）

（３）

業 者 コ ー ド 落 　札 　者 　の 　住 　所
業　　者　　名 入　札　額　及　び　再　入　札　額 落札額（契約額）

路線・河川名 211,420,000
工事箇所 192,810,970

工 事 概 要 アスベスト除去　Ａ＝１６７．９㎡　蓄熱槽防水　Ａ＝１，４２３㎡
(予定価格に占める
法定福利費概算額) -

審 議 番 号 公所 本庁

工事番号 24-11055-0004 工　事　名 令和6年7月11日

入札執行年月日 令和6年6月7日 発注種別
建築工事

完成 令和8年6月30日

当初・変更
工事執行機関 11055

入 札（ 見 積 ）執 行 調 書
入 札 （ 契 約 ）結 果 書

年災 事項 令和6年7月3日



随意契約理由書 

 

本工事は、老朽化が進む県文化センターの空調設備工事（熱源設備、管制設備、配管

類）の改修を行うものである。 

入札公告を行ったが、応札がなかったことから、県北管内で同施設における工事の実

績がある業者等にヒアリングを行い、応札しなかった理由等の把握を行った結果、配置

技術者の不足等により、改めて公告入札を行っても応札数が極端に少ないことが見込ま

れることから地方自治法施行令第１６７条第１項第８号の規定により随意契約とした

い。 


